



















































































































































































































































れた民間諜報局（Civil Intelligence Section, CIS）に属する民間検閲局










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































166 法学論集 80 〔山梨学院大学〕
─ 166 ─
࿁0Q ᰴ ᦠ߈ㄟߺ▎ᚲ ஻ ⠨






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 〃 ○江藤委員 原語ハ分カリマセヌケレドモ――［̖］ 原本第1冊778頁。
ࡑࡑ
172 法学論集 80 〔山梨学院大学〕
─ 172 ─
 〃 ○森戸委員 是ハ元御譯シニナツタ原案ノ方ハ‥‥ 原本第1冊830頁。














































































































































 〃 ○芦田委員長 ソレハ私ガ今申上ゲタ、僕ノ推測ニ過ギナイカモ知レ
ヌガ、サウ云フ頭デ書イテ居ルンダカラ‥‥
原本第2冊434-435頁。

























































































 〃 ○犬養委員 ヨクモ陛下ガ解散シタナト云フ氣持ニハナラヌト思フ 原本第2冊645頁。
* 傍線部分に《イキ》と書込み。















































































































































































































































































































































 〃 ٤犬養委員 隨テ此ノ順序ハ無意味デナクテ、相當意味ガアル‥‥ 原本第6冊133頁。
*ޣ೥㒰ߩԚޤ




 〃 ٤犬養委員 是ハ一應論議ノ對象ニナル』〕 原本第6冊134頁。
*ޣ೥㒰ߩԜޤ































































178 法学論集 80 〔山梨学院大学〕
─ 178 ─




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































186 法学論集 80 〔山梨学院大学〕
─ 186 ─
キ》と書込み。

















































 〃 ٤笠井委員 ドウモ有難ウゴザイマシタ』〕 原本第7冊858頁。
*ޣ೥㒰ߩԚޤ
















































































































































































































































































202 法学論集 80 〔山梨学院大学〕
─ 202 ─
年月30日付朝刊頁）と述べているが、速記録原本自体を詳細に確認していた
かは分からない。
また、当時の衆議院事務総長であった谷福丸は、自身のオーラル・ヒストリー
のなかで小委員会速記録の公開経緯に回言及しているが、当然ながら速記録の
内容については触れていない。赤坂幸一・中澤俊輔・牧原出編著『谷福丸オーラ
ル・ヒストリー 議会政治と55年体制 ──衆議院事務総長の回想──』（信山社、
2012年）151-152頁、349-350頁参照。
245）元衆議院憲政記念館主幹の伊藤光一によれば、1998年当時にはまだ、閲覧の制
度自体がなかったという。また、特別展の準備に追われ職員の入れ替わりもある
ことから、所蔵資料の整理が進まず、資料目録には未掲載の所蔵資料があったと
いうが、組織運営の基本が当時と大きく変わっていないとすれば、現在も類似の
状況が続いていることが推測されよう。近代日本史料研究会「研究会速記録
（1998年月19日）」（http://kins.jp/pdf/10ito_k.pdf）197頁以下参照。
246）国立国会図書館電子展示会「日本国憲法の誕生」〈高見勝利監修〉（http://
www.ndl.go.jp/constitution/）、「国立国会図書館デジタルコレクション」（http:
//dl.ndl.go.jp）、及び、「国立公文書館デジタルアーカイブ」（https://www.
digital.archives.go.jp）による日本占領関係資料のインターネット公開は、史資
料へのアクセスを容易にしただけでなく、研究の裾野を広げるという意味におい
ても大きな意義をもつものであろう。そして、これらの史料のデジタル化の前例
に鑑みれば、少なくとも技術面での課題はクリアーできるように思われる。
帝国議会秘密会議事速記録の公開経緯・再考（・完)──芦田小委員会速記録の公開問題を中心として── 203
─ 203 ─
